
Point：式の意味を読み取るには！

式の意味を読み取ることができるようになるためには、いろ

いろな数量を文字を用いて式に表したり、表現した式の意味を

説明したりする経験が大切です。

の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

A 基本的な知識

B 基本的な技能

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋

(１)では、 ３nが３の倍

数であることから、３n＋

１は、３の倍数に１を加え

た数であることがわかりま

す。このことから、正答は

ウ、カであることがわかり

ます。

関数関係にある２つの数

量について、変化や対応の

特徴を捉えるために、表、

式、グラフを用います。こ
の問題の場合、yを xの式

で表すことが求められてい

るので、数量の関係を式で

表します。

関数関係を見いだし表現する力をみる問題

の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

式の意味を読み取ったり、数量及び数量の関

係をとらえ表現したりする力をみる問題

Point：関数関係を見いだし表現するには！

主な関数には、この問題のように、ア「比例」、ウ「反比

例」、イ「一次関数」、エ「２乗に比例する関数」があるこ

とを知っておくことが大切です。
ともなって変わる二つの数量 x 、y の関係を式に表すと、

どのような関数であるかを判断することができます。

比例： y＝ a x 反比例： y＝

一次関数： y＝ a x＋ b ２乗に比例する関数： y＝ a x２

A

ア～エの数量の関係を式

に表します。

↓↓↓↓

ア y＝２πx

イ y＝－ x＋４

ウ y＝

エ y＝２x２

このことから、正答はエ
であることがわかります。

２４
x

ア～エのうち、式の形が
y＝ a x２となるものが正答

になります。

ア～エの数量の関係を確

認します。

↓↓↓↓

ア (円の周の長さ)

＝(直径)×(円周率)

イ (長方形の周の長さ)

＝２×{(縦の長さ)＋(横の長さ)}

ウ (三角形の面積)

＝(底辺)×(高さ)÷２

エ (錐体の体積)

＝(底面積)×(高さ)÷３

Point：数量の関係を文字を用いた式で表すには！

数量の関係を文字式で表すことができるようになるために

は、数量の関係を、具体的な数や言葉を使った式で表したり、
線分図などで表したりする経験が大切です。この問題の場合、

円や三角形などの図形をかいて、辺の長さや高さなどを書き

込むことで、数量の関係がとらえやすくなります。

x

a

Point：目的に応じて等式を変形するには！

どのような関数であるかを判断しやすくするために、式を
y について解きます(「 y＝ 」の形にする)。

このような式変形ができるようになるためには、具体的な

事象の中の数量の関係を文字を使って等式で表し、指定され

た文字について解く経験が大切です。

。等式の性質を根拠として式を変形することができます。

①～④のどれを用いているかが理解できれば、式変形

を形式的に行えるようになります。

〈等式の性質〉

① Ａ＝Ｂならば、Ａ＋Ｃ＝Ｂ＋Ｃ

② Ａ＝Ｂならば、Ａ－Ｃ＝Ｂ－Ｃ

③ Ａ＝Ｂならば、Ａ×Ｃ＝Ｂ×Ｃ

④ Ａ＝Ｂならば、Ａ÷Ｃ＝Ｂ÷Ｃ (Ｃは０ではない)

(２)のように、数の性質

が成り立つことを証明する

ときは、次のような過程で

説明します。

①対象となる数を文字を用

いて表す。

②証明する事柄について式

をつくり計算する。

③②で計算した式を証明す

る事柄に合うように読み

取る。

④結論を書く。

②大きい方の数の２乗から

小さい方の数の２乗をひい

た式をつくり計算します。

①連続する２つの３の倍数
を nを用いて表します。２

つの３の倍数の差は３なの
で、小さい方の数は３ n、

大きい方の数は３ n＋３と

表すことができます。

③計算して得られた式を、

もとの２つの数の和の３倍

になるように式変形します。

④式変形した結果が、証明

したい事柄に合うことを指

摘します。

(解答例)

連続する２つの３の倍数のうち、小さい方の数は

３n、大きい方の数は３n＋３と表される。

(３n＋３)２－(３n)２＝９n
２＋１８n ＋９－９n

２

＝１８n ＋９

＝３(６n ＋３)

＝３{３n ＋(３n ＋３)}

３n 、３n ＋３はもとの２つの数だから、

３{３n ＋(３n ＋３)}は、もとの数の和の３倍である。

Point：事柄が成り立つ理由を説明するには！

具体的な数で式をつくって計算することによって、証明した

い事柄を把握することが大切です。

また、ある事柄が一般的に成り立つ理由を説明するために、

文字を用いた説明の過程を基に、見通しをもって活動すること

が大切です。その際、具体的な数でつくった式を基に、文字を
用いた式をつくって計算したり、「○○は…だから、□□は～

である。」という表現を加えたりするなどして、根拠を明らか

にした説明にしていきます。

事象の中の伴って変わる
２つの数量 x、yの関係の

うち、 y＝ a x２の式に表せ

る関係を見いだし、その関

係を式で表すことをつかみ

ます。

文字式が表す数量の意味

を読み取ることと、文字式

を用いて、ある事柄が成り

立つことを証明することを

つかみます。



式をつくり、それらを連

立方程式として解きます。

↓↓↓↓

＜水そうＡ＞

傾きが2、点(9,27)を通る
ので、 y ＝2 x＋9…①

＜水そうＢ＞

２点(9,30)、 (15,38)を通

るので、 y ＝ x＋18…②

①、②を連立方程式とし

て解くと、 x＝ , y ＝36

このことから、正答は、

13分30秒後になります。

２つの直線の交点の x座

標が求める値になります。

それぞれの水そうについて

式をつくり、それらを連立

方程式として解いて、交点

の座標を求めます。

水そうＢについて、水を

入れはじめてからの時間と

水そうの底から水面までの

高さの関係を表したグラフ

をかき込みます。

水そうＡと水そうＢのそ

れぞれについて、グラフが
直線なので、xとyの関係を

表す式の形は、y ＝ a x＋ b

になります。

の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

A 基本的な知識

B 基本的な技能

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋

(２)のように、ある事柄

について判断する場合、代

表値を用いて資料の傾向を

捉え説明します。その際、

根拠とする代表値によって

判断が違ってきます。この

問題では、中央値を判断の

根拠とする場合を考えます。

相対度数の必要性の理解及び中央値を用いて

資料の傾向を捉え説明する力をみる問題

の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

２つの数量の関係を一次関数として捉え、グ

ラフや式を用いて考察する力をみる問題

A

度数分布表から、中央値

がふくまれる階級を読み取

ります。

↓↓↓↓

Ａ中学校は175番目と176

番目の値の平均、Ｂ中学校

は35番目と36番目の値の平

均が、中央値となります。

このことから、下線部②で

述べていることが正しい理

由は、「中央値がふくまれ

る階級は、Ａ中学校が15冊

以上20冊未満で、Ｂ中学校

は10冊以上15冊未満であり、

中央値はＡ中学校の方がＢ

中学校より大きいから」と

なります。

中央値とは、資料の値を

大きさの順に並べたときの

中央の値のことです。

Point：資料の傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用

いて説明するには！

代表値や資料の分布のようすから資料の傾向を読み取り、

判断の根拠を示して説明することが大切です。判断の根拠と

して多く用いられる代表値は、平均値、中央値、最頻値です。

代表値は、資料の特徴を１つの数値で簡潔に表すことがで

き、複数の資料を比較することが容易になるというよさがあ

ります。しかし、分布のようすなどの情報が反映できない場

合があり、代表値として用いるのはふさわしくない場合があ

ります。

代表値を判断の根拠として説明する際は、資料の特徴に応

じた代表値を用いて、簡潔・明瞭・的確に表現することで、

論理的に考えをまとめることができます。

条件に合う値を求める場

合、２つの数量の関係を表

した式を使います。

この問題では、水を入れ

はじめてからの時間と水そ

うの底から水面までの高さ

の関係を表した式を使いま

す。

Point：数量の関係を、グラフや式を用いて考察するには！

数量の関係を考察する場合、表、式、グラフを用います。そ
の際、表、式、グラフのうち、どれをどのように用いるのかを

明らかにしておくことが大切です。この問題では、グラフをか
き込むことによって、求める値が２つの直線の交点であること

がわかり、式をつくって、
それらを連立方程式として

解くことで、条件に合う値

を求めて、正答を導き出し

ます。その際、右の図のよ

うに、表、式、グラフを相

互に関連付けて、一次関数

の特徴を捉えることが大切

です。

相対度数を用いるとよい

のはどのような場合である

かを説明することと、ある

事柄が正しいことについて、

中央値を判断の根拠として

説明することをつかみます。

(１)について、「度数の

合計が異なる場合」は、各

階級の度数をそのまま比べ

ても、資料の傾向は比較し

にくいです。このような場

合には、各階級の全体に対

する割合である相対度数を

用います。

連立方程式を使って条件

に合う値を導き出す過程を

説明することをつかみます。
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の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

A 基本的な知識

B 基本的な技能

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋

（２）のように、証明す

るときは、仮定と結論が何

かを明確にし、問題の条件

や図からわかることを、根

拠を示しながら見いだして

いきます。

平面図形について、命題が成り立つことを証明

したり、図形を計量したりする力をみる問題

の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方の問題の解き方

空間図形について、多面的に見たり論理的に

考えたりして図形を計量する力をみる問題

Point：２つの三角形が相似であることを証明するには！
三角形の相似条件を根拠として用いることが大切です。

２つの三角形は、次の各場合に相似である。

①３組の辺の比がすべて等しい

②２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい

③２組の角がそれぞれ等しい

根拠を明らかにしながら、図に示すように、等しい辺や角

に印をつけて、どの相似条件が成り立つかを考えます。

A

②、④より、三角形の相

似条件の１つである「２組

の角がそれぞれ等しい」が

成り立ちます。このことか

ら、△ＯＣＦ∽△ＥＤＦが

いえます。

△ＢＩＧ∽△ＢＯＨで、

相似比が３：２となるので、

(四角形ＯＩＧＨの面積)

＝△ＢＩＧ－△ＢＯＨ

＝ △ＢＩＧ

△ＢＩＧの面積を求める

ために必要な線分の長さを、

三平方の定理等の図形の性

質を使って求めます。

正答は、 になります。

仮定と結論を読み取り、

問題の条件や図から等しい

辺や角を見いだします。

↓↓↓↓

仮定：∠ＡＣＢ＝∠ＤＢＣ…①

結論：△ＯＣＦ∽△ＥＤＦ

等しい角
∠ＯＦＣ＝∠ＥＦＤ(対頂角)…②

∠ＤＢＣ＝∠ＦＤＥ(ＯＢ＝ＯＤ)…③

∠ＡＣＢ＝∠ＦＤＥ(①、③より)…④

空間図形について考察す

るとき、その図形の必要な

部分を平面上に表現し、図

形の性質を読み取ったり、

線分の長さを求めたりしま

す。

図に問題の条件に合うよ

うに線分をかき込み、図形

の性質を使って線分の長さ

を求めます。

↓↓↓↓

△ＨＧＯは、ＯＨ＝ＧＨの二等辺

三角形なので、∠ＨＯＧ＝∠ＨＧＯ

△ＧＯＡは、ＧＡ＝ＧＯの二等辺

三角形なので、∠ＨＯＧ＝∠ＧＡＯ

↓↓↓↓

△ＨＧＯ∽△ＧＡＯとなり、

ＯＨ：ＯＧ＝ＯＧ：ＯＡ

このことから、ＯＨ＝６、

ＡＨ＝８－６＝２

Point：空間図形を平面上に表現し、性質を読み取るには！
見取図、展開図、投影図を関連付けて空間図形の性質を考察

することが大切です。その際、自分で視点を決めて投影図に表

して考えたり、展開図に表して考えたりすることが必要です。

その理由は、見取図の線分の長さや角の大きさは見た目と違う

場合があるからです。

図形の性質を使って、２

つの三角形が相似であるこ

とを証明することと、四角

形の面積を導き出すことを

つかみます。

（３）の四角形ＯＩＧＨ

の面積は、△ＢＩＧの面積

と△ＢＯＨの面積の差から

求められます。
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空間図形の一部を平面図

形として捉え、図形の性質

を使って線分の長さを導き

出すことをつかみます。
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△ＡＩＨと△ＨＩＧは、

直角三角形であり、ＨＩが

２つの三角形の共通な辺で

あることに着目します。

△ＡＩＨと△ＨＩＧそれ

ぞれにおいて、三平方の定

理を使ってＨＩ２を表し、式

をつくると、

ＡＨ２－ＡＩ２＝ＧＨ２－ＧＩ２

となり、このことから、

ＡＩ＝

ＨＩ２ ＝ＡＨ２－ＡＩ２だから、

答えは、 になります。
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3
2 6Point：図形の面積や線分の長さを求めるには！

平面図形や空間図形の計量について、多くの場面で使われる
のが三平方の定理です。直角三角形を見つけたり、補助線をひ

いて直角三角形をつくりだしたりする経験が大切です。


